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【研究課題名】角膜形状異常眼の白内障手術における眼内レンズ度数計算精 

度の検討 
 
【研究機関】 宮田眼科病院、鹿児島宮田眼科、北里大学、慶應義塾大学、 

国立病院機構東京医療センター、中京眼科、 
東京歯科大学市川総合病院、筑波大学、六本木柴眼科 

 
【研究代表者】宮田 和典 
  医療法人明和会理事長（宮田眼科病院、鹿児島宮田眼科）  
 
【当院責任医師】 鳥居 秀成 
 
【研究の目的】 
この研究の目的は、角膜形状異常眼（角膜移植術後、円錐角膜、屈折矯正手術後な
どを含む角膜形状異常をもつ眼）における白内障手術（眼内レンズ挿入術）の、眼内レ
ンズ度数計算の精度を今後さらに向上させていくことです。当院では、北里大学、慶應義
塾大学、国立病院機構東京医療センター、中京眼科、東京歯科大学市川総合病院、
筑波大学、六本木柴眼科と協力して、角膜形状異常眼で白内障手術を実施した患者さ
まを対象として、術前後の眼のデータを解析して、屈折の予測性に与える影響について検討
することにしました。 
 
【研究の方法】 
（対象となる患者さま） 
角膜形状異常眼における白内障手術を実施した患者さま 

（利用するカルテ情報） 
・白内障手術前、手術後 1 週間、1 か月、3 か月の以下の検査データを使用します。 
視力、自覚的屈折検査、眼軸長、角膜屈折力、眼圧、前眼部 OCT(CASIA)、細隙灯顕
微鏡・眼底検査、スペキュラーマイクロスコープ検査、OCT検査結果など 
・その他の情報として、年齢、性別、既往症、角膜形状異常のデータ（屈折矯正手術・角
膜移植等のデータも含む）、眼内レンズに関するデータなども使用します。 



 
（研究期間） 
本研究は、倫理審査委員会の承認後開始し 2027 年 12 月まで実施されます。 
 
【個人情報の取り扱い】 
 提供するカルテ情報は名前、住所など患者さんを直接特定できる情報を除いて匿名化
いたします。個人を特定できるような情報が外に漏れることはありません。また、研究結果は
学術雑誌や学会等で発表される予定ですが、発表内容に個人を特定できる情報は一切
含まれません。 
 
【情報の管理】 
データ保管の際には、カルテ番号以外に、データ保管用の識別番号が付けられます。個々の
検査結果は個人情報を排除し、データ保管専用の識別番号のみで管理します。検査結果
と個人を結びつける必要のある場合には、個人とデータ保管専用の識別番号を照合するた
めの一覧表である「連結表」を使用します。「連結表」は各施設の個人情報管理者の下で
厳重に保管され、研究責任者および研究分担者以外が連結表をみることは出来ないよう
になっています。各施設で収集した情報は個人を特定するための情報を削除し、個人を特
定できないようにして、慶應義塾大学の本研究責任者および研究分担者に送付します。 
 
各施設から送付された匿名化データは慶應義塾大学で厳重に管理・保存され、研究の終
了が報告された日から 5 年を経過又は研究結果の最終の公表について報告した日から 3
年を経過した日のいずれか遅い日まで保存し、その後廃棄します。 
 
また、当院の情報は当院の研究責任者および研究分担者が厳重に管理致します。 
 
【ご協力いただけない場合】 
この研究にご協力いただけない場合は、問い合わせ先までご連絡ください。ご協力いただけな
くても、患者さまに不利益は生じませんのでご安心ください。ご協力頂けない場合、他の研
究機関へ提供された情報も含め、得られた情報は全て破棄します。ただし、ご協力頂けない
旨の意思表示があった時点で既に研究結果が公表されていた場合など、データから除けな
い場合もあります。 
 
さらに詳しい本研究の内容をお知りになりたい場合は、【お問い合わせ先】までご連絡くださ



い。他の患者さんの個人情報の保護、および、知的財産の保護等に支障がない範囲でお
答えいたします。 
 
 
【問い合わせ先】 
慶應義塾大学 
東京都信濃町 35 
TEL: 03-5363-3821(平日 9 時-17 時) 
 
研究責任者：専任講師 鳥居 秀成 
 


